
Academic
English Program

（学術英語科目）

◎Academic Reading A・B
◎Critical Inquiry & Writing A・B
◎Rhetoric & Research Writing A・B

Tutorial/Lab 1A・1B
Presentation & Seminar Skills 1A・1B

　Tutorial/Lab 2A・2B
　Presentation & Seminar Skills 2A・2B
　Tutorial 3A・3B
　Capstone Project in Academic English A・B

　Communication in the 21st
　Century-Discussion Section
　Communication in the 21st Century
　Tutorial 4A・4B

Lower Division

◎Introductory Seminar
Global History A・B
Introduction to Economics A・B
Introduction to Sociology A・B
International Law A・B
Regional Economic Development
Comparative Politics and Policy

　Internship（Lecture）H
　Labor Market in the Global Economy
　Introduction to International Relations
　Japanese Culture A・B
　Intercultural Communication
　Community Development（Service Learning）

　Introduction to Political Science
　Introduction to Area Studies
　Introduction to Social Anthropology
　Current Affairs A・B
　Transcultural Studies
　Information Literacy 

Upper Division

　International Disputes Settlement Procedures
　Peace Studies
　International Finance
　International JournalismH
　International Political Economy
　Gender and Society
　Japanese Minority Groups
　Buddhist Culture
　Modern East Asian History
　Visual Media Methods
　Islamic Culture
　Japanese Literature
　Inter-Cultural History
　Social Change and Planning（Service Learning）
　Contemporary Japanese Economy A・B

　Chinese Economy
　Economy of South East Asia A
　Special Topics in Economics
　Regional Economic Integration
　Legal Issues in International Relations
　Qualitative Methods
　Quantitative Methods
◎Life and Career Development

Behavioral Economics and Public Policy
Workshop
Contemporary Global Issues A・BH
Advanced Research Analysis
North American Politics and Society
Japan's Foreign Policy
Environmental Politics in Japan and East Asia

　European Politics and Society
　Contemporary Japanese Society
　Politics and Society in Japan
　East Asian Politics and Society
　Advanced Peace Studies
　Japanese Popular Culture A・B
　Labor Economics and Public Policy A・B
　Contemporary Global History
　Translation and Interpretation AH・BH
　Gender and Body
　Advanced Japanese 1A・1B
　Advanced Japanese 2A・2B
　Career Japanese A・B
　Social Entrepreneurship
　East Asian International Politics

Seminars 
etc.

○Field Study Seminar
○Field Study A・B
○Internship（Practicum） A・B・C・SH

○Research Project
○Project Seminar
○Independent Study A・B・C

◎Graduation Seminar
○Graduation Project A・B

国際学科科目 　地域研究科目 ほか

国際経営学科科目 　ビジネス入門 ほか

明治学院共通科目 ◎○明治学院共通科目  　※この科目には選択必修も含まれます。

卒 業 後 の 進 路Career Path

Column

アクセンチュア／伊藤忠プラスチックス／インテージテクノスフィア／NTTドコモ／カシオ計算機／キヤノ
ン電子／共同通信社／近鉄エクスプレス／コストコホールセールジャパン／ゴディバジャパン／双日マシナ
リー／大王海運／タイガー魔法瓶／太陽ホールディングス／DHLグローバルフォワーディングジャパン／
東急ストア／東京都国民健康保険団体連合会／東レエンジニアリング／ナイキジャパン／パソナグループ／
PwC／フクダ電子／富士通Japanソリューションズ東京／富士貿易／防衛省／星野リゾート／北海道通信
社／丸紅パワー＆インフラシステムズ／みずほ証券／三井住友信託銀行／三井物産グローバルロジスティク
ス／三井不動産ホテルマネジメント／三菱自動車工業／名鉄観光サービス／森トラスト・ホテルズ＆リゾー
ツ／ヤクルト本社／楽天グループ／リコージャパン／リゾートトラスト／日本オラクル　など

国際キャリア学科の卒業生の多くは、国際的な場で即戦力として活躍して
います。具体的には、多様な国籍のパートナーと共同作業ができることを
期待される国際機関、国際 NGO、多国籍企業（ メーカー、商社、ICT 産業、
金融業など ）、ジャーナリズム ･ メディアなどへ就職しています。3 月卒業
と同様に 9 月卒業の学生の多くも、多様な企業で内定を獲得しています。

主な就職 先 2019 - 2021年度　2022 年 5 月1日現 在
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科目紹介

翻訳や通訳の仕事を考えている学生を

対象とした実践的なコースです。Bでは

和英翻訳・通訳を、Aでは英和翻訳・通

訳を中心に練習します。

Translation and  
Interpretation B

この科目は再生可能エネルギーの導入および経済の脱炭素化のスピー

ドと効率性における東アジアと北欧諸国の違いに焦点を当てます。日

本や他の国で再生可能エネルギーの普及を妨げている要因、外国で

は普及を加速させている政治的、経済的、社会的要因を分析します。

Environmental Politics 
in Japan and East Asia

貧困・不平等・戦争・気象変化に戦う知識を与える決意

この学科はSDGsを大事にしています。社会少数集団や難民に関する授業はSDG1（貧困をなくそう）、SDG10（人や国の不平等をなくそう）、男女の社会問題を

取り上げる授業はSDG5（ジェンダー平等を実現しよう）、環境関係の授業はSDG7（エネルギーをみんなに、そしてクリーンに）、SDG11（住み続けられるまち

づくりを）、 SDG13（気候変動に具体的な対策を）に貢献します。国際関係や平和学の授業はSDG16（平和と公正をすべての人に）、社会起業家論の授業はSDG8

（働きがいも経済成長も）とSDG9（産業と技術革新の基盤をつくろう）に貢献します。プログラム全体はSDG4（質の高い教育をみんなに）を目指しています。

◎必修　○選択必修　（ 無印 ）選択　Hヘボン・キャリアデザイン・プログラム

※2023年度予定カリキュラムです。実際のカリキュラム・科目名は変更の可能性があります。

国際キャリア学科は 2011 年に明治学院大学では初めて、すべての授業を英語で行う学科として誕生しました。2022 年 5 月 15

日には、学科設立 10 周年の記念行事を開催し、世界各地から対面とオンラインで約 120 名が参加しました。メインスピーカーに

はバングラデシュの経済学者、ムハマド, ユヌス教授をお招きしました。ユヌス教授は社会起業家でもあり、途上国の貧しい女性に

少額融資を行い、経済的自立を支援するマイクロファイナンスの功績で 2006 年にノーベル平和賞を受賞しています。シンポジウ

ムでは国内外から 9 名の著名な学者や作家を迎え、“The Shape of Things

to Come ”「 物事のこれからのかたち 」のテーマで経済学、政治学、社会学な

ど専門の立場から今後 10 年間で日本や世界がどのように変化していくのか、

それぞれのビジョンを披露していただきました。最後のプログラムでは、IT 系

一流企業で働く人や起業した人などさまざまな分野で活躍している卒業生 7

名が集まり、自身が働いている業界の将来について熱心に語りました。イベン

トはすべて英語で行われ、卒業生の英語の流暢さと幅広い経験による話は参加

者の関心を集め、イベントは盛況を博しました。

2022 年 5月15日に
国際キャリア学科10周年イベントを開催しました

カ リ キ ュ ラ ムCurriculum

学科主任が 考える　国際キャリア学科とSDGs

国際 キャリア学 科主任　ヴィーシィ, アレキサンダー 教 授

学 科 ニュースNe ws

ノーベル平和賞受賞者ムハマド, ユヌス教授がバン
グラデシュ首都ダッカからZoomで講演を行った。
司会者はカレ, プラジャクタ准教授。

国際キャリア学科卒業生 7 名

最新情報は本学Webサイト
「就職関連データ」からご覧いただけます。 大学院進学者数	計6名

医療・福祉 4.2%

建設・ライフライン 2. 8%
教育・学習支援 4.2%

運輸・郵便

製造

金融・保険 3.5%

卸売・小売

サービス

情報通信・マスコミ・
コンサルティング

就職内定者
業種別比率

2019 -2021
（％）

20.4%

18.3 %

25.4%

10.6%

その他 0.7%

8.5 %

公務員 0.7%
不動産・物品賃貸 0.7%
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